
高齢者福祉関連事業の見直し

～健康長寿の姫路（まち）を目指して～
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背 景

・超高齢社会が到来しており、加えて、少子化の進行による生産年齢人口（15歳～64歳）が急減する。

・高齢者の単身世帯や認知症高齢者が増加している。

・高齢者人口が増加、一方で人口全体は減少していることにより、限られた資源での事業継続が困難となりつつある。

考 え 方

・一律給付型の支援から、目的・効果が明確な支援へ転換する。

・認知症予防、フレイル予防を強化し、高齢者が自ら取り組む習慣づくりを支援する。

・時代に即した事業を展開し、高齢者には難しいという考えを一新できるようなデジタル・ディバイド対策へとつなげる。

・いつまでも幸せに健やかに過ごすことのできる「健康長寿の姫路（まち）」を目指す。

対象事業

・在宅高齢者介護手当支給事業
・ひとり暮らし老人入浴サービス事業
・マッサージ等施術助成事業
・高齢者バス等優待乗車助成事業
・市敬老金支給事業
・百歳敬彰事業
・敬老の日の贈物事業

見直しの概要
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平均余命（75歳時点）の推移

厚生労働省「第23回生命表（完全生命表）の概況 参考資料1 主な年齢の平均余命の年次推移」

（年） （歳）

S40(1965) S45(1970) S50(1975) S55(1980) S60(1985) H2(1990) H7(1995) H12(2000) H17(2005) H22(2010) H27(2015) R2(2020)

男（年） 6.63 7.14 7.85 8.34 8.93 9.5 9.81 10.75 11.07 11.45 12.03 12.54

女（年） 8.11 8.70 9.47 10.24 11.19 12.06 12.88 14.19 14.83 15.27 15.64 16.22

男（歳） 81.63 82.14 82.85 83.34 83.93 84.50 84.81 85.75 86.07 86.45 87.03 87.54

女（歳） 83.11 83.70 84.47 85.24 86.19 87.06 87.88 89.19 89.83 90.27 90.64 91.22
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18,472 16,803 14,956 12,397 11,419 

86,220 
81,032 

72,923 
70,757 

62,133 

22,005 
29,246 

35,336 
36,962 

39,285 

H12(2000) H22(2010） R2(2020) R12(2030） R22(2040)

0～14歳 15～64歳 65歳以上

（58.9%）

（23.0%）

（28.7%）
（30.8%）

（63.8%）

（59.2%）

（17.4%）

（単位：千人）

▲3.0%▲10.0%▲6.0%

+4.6%

+6.2%

高齢者の急増

（参考）令和5年7月10日社会保障審議会介護保険部会（第107回）参考資料1-2（厚生労働省）を基に作成
（出典）国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口 令和5年推計」

人口構造の変化

+20.8%
+32.9%

▲12.1%

生産年齢人口の急減

（34.8%）

（68.1%）

（55.1%）
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各事業の変遷

1975    1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020
（S50） （S55） （S60） （H2） （H7） （H12） （H17） （H22） （H27） （R2）

在宅高齢者
介護手当支給事業

ひとり暮らし老人
入浴サービス事業

マッサージ等施術助
成事業

高齢者バス等優待
乗車助成事業

市敬老金支給事業
（敬老の日の

贈物事業）

百歳敬彰事業

創設（平成8年12月） 鉄道へ拡大 船舶へ拡大 ICカード化
(金額変更)

タクシーへ拡大

タクシー要件緩和

敬老金創設（昭和45年）
７７歳（１万円）８８歳（２万円）に変更

70歳以上3,000円に変更
贈物事業創設
（昭和38年）

創設（昭和52年9月） 入浴券 ５枚→４枚へ対象校区拡大

創設（平成元年10月） 受給条件付与
（介護保険制度開始）

創設（昭和61年7月） 助成額変更（1,000円→2,000円） 助成額変更（2,000円→3,000円）

創設（昭和51年9月）

（毎月５千円）

到達時に１０万円に変更金額変更（毎月１万円）
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要介護3以上
ほぼ毎日介護が必要

要支援
少し介助が必要

一般高齢者
自分のことは自分でできる

現

在

見

直

し

後

高齢者福祉関連事業のイメージ

介護保険事業

介護保険事業

地域支援事業

地域支援事業

高齢者支援事業

高齢者支援事業
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高齢者バス等優待乗車助成事業（令和６年１０月から）

交通機関 現在の助成内容

バス １乗車５０円

鉄道 ICOCAカード 年間８,０００円

船舶 姫路⇔家島 乗船券８枚

タクシー
助成券５００円×１６枚
１乗車最大３枚まで利用可
要介護２～５の方のみ

ふくし切符
６か月 ３００円×２４枚
（家島町に住所を有するものが島外の医療機
関に通院する場合）

交通機関 見直し後の事業内容

バス １乗車１５０円

鉄道 終了

船舶
姫路⇔家島 乗船券６００円×１２枚
電子チケットとの併用検討

タクシー

助成券５００円×１４枚
１乗車３枚の利用
要介護要件撤廃
電子チケットとの併用検討

ふくし切符
６か月 ６００円×１２枚
（家島町に住所を有するものが島外の医療機
関に通院する場合）

現在の対象年齢 ７５歳以上 見直し後の対象年齢 ７５歳以上

7



市敬老金支給事業・百歳敬彰事業（令和６年度から）

事業名 現在の事業内容

敬老金
７７歳 １０,０００円
８８歳 ２０,０００円

百歳敬彰金 １００歳到達時 １００,０００円

敬老の日の贈物
最高齢者 記念品・花束
最高齢夫婦 記念品・花束

事業名 見直し後の事業内容

敬老金
７７歳 終了
８８歳 終了

敬老記念事業
８０歳（傘寿） 新設
令和９年度から実施予定
内容検討中

百歳敬彰金 １００歳到達時 ５０,０００円

敬老の日の贈物
最高齢者 祝い状・花束
最高齢夫婦 祝い状・花束

その他の事業（令和６年度から ※在宅高齢者介護手当支給事業を除く）

事業名 事業内容 見直し後の事業内容

マッサージ等施術助成事業
【対象者】７０歳以上
【内容】施術助成券 年間３,０００円

【対象者】７５歳以上
【内容】施術助成券 年間６,０００円

ひとり暮らし老人入浴サービス
事業

【対象者】６５歳以上のひとり暮らし高齢者
【内容】無料入浴券 年間４枚

終了

在宅高齢者介護手当支給事業
【対象者】要介護３以上の６５歳以上の在宅高齢者を介護する方
【支給金額】月額１０,５００円

継続検討
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令和６年度 新規・拡充事業

事業名（案） 内 容

終活支援事業
ひとり暮らし等により、自身の葬儀や納骨等に関する心配事を抱える方に対し、協力葬儀社等の情報を
提供する。また、もしもの時に備えて「緊急連絡先」や「遺言書の保管場所」等を市に登録する終活登
録を行う。

認知症カフェの拡充 認知症の人やその家族同士が悩みや思いを共有し、医療系専門職に相談ができる集いの場を増設する。

軽度認知障害（ＭＣＩ）への早期対応
軽度認知障害（ＭＣＩ）の人を早期に発見し予防支援プログラムを実施することで、認知症への移行を
防いだり発症を遅らせる。

マッサージ等施術助成事業の拡充
対象年齢を７５歳以上、助成金額を６,０００円に見直し、認知症チェックシート等を活用し、介護予防
への取り組みを推進する。

介護支援ボランティアの拡充 介護支援ボランティアによる支援内容を拡大し、買物の付き添いを可能とする。

デジタル・ディバイド対策事業
スマートフォンの新規契約者への助成等、スマートフォンを「持つ」ことへのハードルを下げる。また、
スマホサロンや、コールセンターの設置による「使う」ときの困りごとへの対応をする。

フレイル予防アプリの導入
アプリの利用により「歩く・食べる・脳トレ・社会参加」を楽しく促し、脳と身体の健康維持につなげ
ていく。また、外出した際に、ＱＲコードの読み取り等によりお出かけポイントを付与し、更なる外出
機会の創出を目指す。
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